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都市計画道路 大西大通り線に関する近隣住民説明会［R8.4.19、２2 開催］ 

大西大通り線（現計画）と現道拡幅案の比較について【補足説明】 

 

１ 事業費について（説明会資料 P１９） 

 ○項目別内訳 

 

 

２ 直達性について（説明会資料 P19） 

 
※走行時間の計算方法 

国土交通省の「費用便益分析マニュアル（平成３０年２月 道路局 都市局）」に

おいて、示されている考え方を用いて算出しています。 

 

３ 費用便益分析（B/C）について（説明会資料 P20） 

国土交通省の「費用便益分析マニュアル（平成３０年２月 道路局 都市局）」に

したがい、大西大通り線（現計画）の事業実施を決定した令和３年度を基準年度

として、①大西大通り線（現計画）と②現道拡幅案のそれぞれについて、道路整

備が行われる場合と、行われない場合について、一定期間の便益額、費用額を

算定し、道路整備に伴う費用の増分と、便益の増分を比較することで分析・評

価を行いました。 

参考資料 
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道路整備による「走行時間短縮」「走行経費減少」「交通事故減少」の各便益は、

周辺道路を含むネットワーク全体における効果を算出しています。 

○費用便益分析の流れ 

 

 ○費用便益分析の結果 

①大西大通り線（現計画） 

便益の現在価値の合計【B】 
＝ 

１６２．５億円 
＝ １．５６ 

費用の現在価値の合計【Ｃ】 104．２億円 

②現道拡幅案 

便益の現在価値の合計【B】 
＝ 

７８．３億円 
＝ ０．７８ 

費用の現在価値の合計【Ｃ】 ９９．８億円 

 

 


